（様式７号）
農村災害復旧専門技術者　登録調書
	認定証番号

	ふりがな
（氏　　名）
	現　住　所

	〒

	　登録
 事務局

	　第          号

	　

	電話番号
PCメールアドレス(携帯電話番号)
携帯メールアドレス
	
	

	・活動費用
　その他で条件等があれば記入願います。
	　□無　償…全額自己負担で構わない。
　□有　償…実費（旅費、宿泊、保険費用）の支給を受けたい。
  □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	・活動可能な業務内　容
　
　活動可能な業務項目については全てチェック、その他があれば記入願います。
　災害復旧工法検討については、希望する工種（重複可）を○で囲んでください。

	【助言】
  □応急工事検討　
　□災害復旧工法検討　　農地、ため池、頭首工、堤防（海岸含む）、
 (希望工種に○を付ける) 水路、揚水機、道路、橋梁、農地保全施設
  □災害復旧事業全般
  □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
【実務】
  □被害状況調査　
　□測量
　□写真撮影・取り纏め　
  □災害査定設計書　
  □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
【現地対応】
  □応援技術職員に対して被災情報提供、現地案内
  □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	・活動範囲
　可能項目は全てチェック、その他があれば記入願います。

	　□在住の市町村内
　□在住の隣接市町村
　□日帰り可能な圏内
　□県内
　□地方農政局管内
  □全国
  □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	・活動期間
　活動可能期間をチェック、条件があれば条件にチェックして記入願います。
  
	　□土、日、休日のみ可能
　  □条件（                                                  　）
  □平日、土、日、休日いずれも可能
　　□1週間以内（　　　　　　　　日程度）
　　□１週間以上（　　　　　　　　日程度）
    □条件（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	・査定の立会（同行）
　市町村から要望がある場合等
	　□参加
　□不参加
　□市町村から要望が無くても立会（同行）を希望（無償）
  □その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	その他の希望
　又は特記事項等が　　あれば記入
	

	登　録　日

	平成　　　年　　　月　　　日



 ＊現時点のもので結構です。災害派遣要請時に改めて照会させて頂きます。
登録調書の取扱いについて　
　当該登録調書は、派遣要請を希望する地方公共団体等の活動条件に見合う農村災害復旧専門技術者を選ぶための資料とするものです。派遣要請を希望する市町村及び農村災害復旧専門技術者の登録・管理・紹介に係る国、道府県、道府県土地改良事業団体連合会等には、この登録調書の一部の情報を提供する場合がございますのでご了承をお願いします。
　個人情報保護の観点から、各機関へは情報の取扱いについて十分注意するよう要請しております。
農村災害復旧専門技術者「登録調書」記入の際の留意事項
１．「認定番号」の欄には、認定証に記載されている番号を記入してください。
２．「名前」の欄には、「ふりかな」をふってください。
３．「住所」の欄には、連絡等の際に利用しますので、連絡がつく住所を記入してください。
４．「電話番号」の欄には、連絡がつく自宅、携帯番号及び勤務先の番号を記入してください。
５．「登録事務局」の欄には、農政局の方（ＯＢ含む）は「農政局」、○○県の方（ＯＢ、県土連含む）は「○○県」、市町村の方は「所在する県」、コンサルタンツの方は「前記希望する県」を記入してください。
６．「活動費用」の欄には、無償（全額自己負担でＯＫ）、有償（旅費、宿泊費、保険費用の支給を受けたい）のどちらかにチェックをお願いします。また、その他には、活動費用に関して派遣要請先に知っておいて欲しいことを記入してください。
７．「活動可能な業務」の欄には、助言（応急工事の検討、○○工種等に係る災害復旧工法検討、災害復旧事業全般）、実務（被害状況調査、測量、写真撮影・取りまとめ、災害復旧業務）、現地対応（応援技術職員に対して被災情報提供・現地案内）について、自分が支援可能な具体的項目にチェックをお願いします。複数にチェックしてもかまいません。その他には、具体的に支援可能な事項について記入してください。
８．「活動範囲」の欄には、現時点における在住の市町村内、在住の隣接市町村、日帰り可能な圏内、県内、地方農政局管内、全国として活動できる範囲にチェックしてください。例えば、日帰り可能な隣接市町村を希望する場合は、在住の隣接市町村と日帰り可能な圏内にチェックしてください。その他には、個別の事項があれば記入してください。
９．「活動期間」の欄には、現時点における、可能な活動期間のところにチェックしてください。条件があれば、条件のチェックし、その具体的内容について記入してください。
10．「査定立会（同行）の希望」の欄には、自分で災害復旧工法を助言・実務した箇所について査定時に市町村からの要望がある場合に立会（同行）を希望するか否かについてになります。立会（同行）をどうするかにについてチェックをお願いします。その他には、個別の事項があれば記入してください。
11．「その他」の欄には、特に、農村災害復旧専門技術者として災害復旧業務に従事するに際して希望する条件があれば記入してください。現役の人については、今までの記載欄に記入が難しい欄があるかと思いますが、この欄に現役である旨記入し、ボランティアとして活動できる欄だけに記入してください。
12．「登録日」の欄には、登録を受付けた事務局が記入しますので、記入しないでください。なお、

登録日からの有効期限は５年間となりますが、途中で条件等の変更をする場合は、その都度事務局に登録調書を提出してください。
